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2024 年 1 ⽉ 1 ⽇に「令和 6 年能登半島地震」が発災し、⽯川県能登地⽅を中⼼に⼤規模

な被害がもたらされました。家屋や施設の倒壊、道路の⼨断、これから寒さがいっそう厳し
くなるなかで、断⽔・停電などのインフラの崩壊が⽣じています。被害に遭われた関係者、
被災地のすべての⽅々に⼼よりお⾒舞いを申し上げます。 
 
【現地派遣までの流れ】 

栃⽊県リハビリテーション専⾨職協会の災害対策リハビリテーション推進部会の会員は、
三⼠会が参加する栃⽊県災害リハビリテーション⽀援関連団体協議会（栃⽊ JRAT）の⼀員
として、発災直後から⾸相官邸会⾒・各種報道と⽇本災害リハビリテーション⽀援協会
（JRAT）の情報をうけ、現地の被災状況や⽀援活動の把握を開始しました。 
1 ⽉４⽇：JRAT 中央対策本部（東京本部）⽴ち上げ 
1 ⽉８⽇：⽯川県と⽯川ＪＲＡＴの協定が締結 

東京本部より地域 JRAT に向けて、⽯川ＪＲＡＴとしての現地派遣要請 
1 ⽉９⽇：JRAT 緊急代表者会議へ栃⽊ JRAT メンバー参加 

第１回栃⽊ JRAT 会議（令和 6 年能登地震）開催、現地派遣に向け準備を開始 
1 ⽉ 15 ⽇：第 2 回栃⽊ JRAT 会議開催 
1 ⽉ 19 ⽇：令和６年能登半島地震３⼠会代表者会議開催 
1 ⽉ 22 ⽇：第１班の派遣 
1 ⽉ 23 ⽇：地域 JRAT 代表者会議開催 
 
現時点で 4 班までの現地派遣が計画されました。以下の現地派遣条件の対象となる⽅に相
談をさせていただきました。職場の許可と現場の業務調整が難しいとの声が多く聞かれま
す。緊急時の派遣には平時からの職場の理解と調整のための準備が必要といえます。 
 OT：県⽴とちぎリハビリテーションセンター 2名 
    だいなリハビリクリニック 2名 
    マロニエ医療福祉専⾨学校 1名 
    国際医療福祉⼤学塩⾕病院 1名 
    那須⾚⼗字病院 1名 



 PT:8 名 
 ST:3名 
 
【栃⽊ JRAT 現地派遣条件について】 
〇栃⽊県作業療法⼠会ボランティア登録者、かつ令和４年度・５年度災害研修を優先とした
受講者 
〇各所属⻑の許可が得られ、また職場、家庭の同意が得られるもの（JRAT 派遣条件） 
〇１班 2〜４名、各班のリーダーは災害対策リハビリテーション推進部員とする 
 

⽯川県による 1.5次避難所の開設、2次避難などは進んでいますが、被災者お⼀⼈お⼀⼈
の⼼⾝のダメージ・疲弊は避けられず、⽯川県内では 4〜6 班の地域 JRAT の現地派遣班が
毎⽇避難所を回っている状況ですが、まだまだニーズは多い状況です。 

また、作業療法⼠協会ボランティア登録者のところへは東京本部のロジスティック活動
⽀援の要請が来ているかと思います。東京本部、現地本部共に多忙な状況であり、改めて被
災地が落ち着くまでの「応急修復期」は個⼈ではなく団体として動く必要があることがわか
ります。 

⽀援者は⽯川 JRAT の下で、気負いすぎず、迷惑を掛けず、また後続の JRAT が引き継い
で⾏けるような、そんな⿊⼦のような活動が必要です。また、普段と異なる⼼理状態が続き
ますので、チームやセルフモニタリングをしっかりと⾏ってください。 

 
【情報収集サイト】 
JRAT 災害⽀援スタッフ（D スタッフ）e‐ラーニング視聴サイト ＊派遣前に視聴 

 https://www.youtube.com/watch?v=CVIFM-hxjtc 
厚⽣労働省 ⽯川県能登地⽅を震源とする地震による被害状況等について 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_37198.html 

令和６年能登半島地震 ⽀援者向け関連資料 
 https://hakajyo.blogspot.com/2024/01/blog-post.html 
令和 6 年能登半島地震に対するOT 協会災害対策本部の対応について 
 https://www.jaot.or.jp/member/from_assoc/detail/826/ 
 
 
⼠会員が栃⽊ JRAT として⽯川 JRAT へ現地派遣が⾏えるのも、職場に残り現場を⽀える

会員の皆様⼀⼈⼀⼈の理解と協⼒あってのことと思っております。 
今後も継続して活動報告をさせていただきますので、どうぞ引き続き、ご⽀援とご協⼒を

お願い申し上げます。 
 


